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日本の資源と産業 名前

問1 日本における主要な発電方式の立地特性について説明した文章のうち、火力発電と水力発電の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。
（2019年 岩手県公立入試 類似）

1. 火力発電は山間部のダム周辺に立
地し、水力発電は送電効率を重視し
て都市の近郊に立地する。

2. 火力発電は地形が急峻な河川の上
流部に立地し、水力発電は燃料の輸
入に便利な港湾部に立地する。

3. 火力発電は電力需要の大きい都市
や工業地帯の付近に立地し、水力発
電は地形が急峻な河川の上流部に立
地する。

4. 火力発電は冷却水が得やすい人口
密度の低い海岸部に立地し、水力発
電は電力需要の大きい都市付近に立
地する。

問2 1960年から1980年にかけての統計によると、大阪府全体の人口が約550万人から847万人へと大幅に増加する中で、大阪市の人口は約301万人
から264万人へと減少しました。一方で、周辺の堺市、豊中市、枚方市などでは人口が数倍に増加する現象が見られました。このような、都市の
中心部から郊外へと人口が移動した背景にある、当時の住宅開発の動きとして最も適切なものはどれですか。 （2016年 山口県公立入試 類似）

1. 都市部の過密を解消するため、鉄
道沿線などの郊外にニュータウンと
呼ばれる大規模な住宅団地が建設さ
れた。

2. 農村部の過疎化を食い止めるため
、地方公共団体が中心となって大規
模な農地造成と集落の移転を行った
。

3. 都心部の地価が下落したため、職
住近接を目的として中心部に高層マ
ンションが次々と建設された。

4. 工場をすべて郊外へ移転させた跡
地を利用して、低所得者向けの小規
模な賃貸住宅が都心部に集中して建
てられた。

問3 伝統的工芸品の産地形成には、歴史的な背景や地理的な立地条件が大きく関係しています。兵庫県小野市や島根県奥出雲町において、他地域か
ら伝えられたそろばんの製法が定着し、現在まで続く伝統産業となった主な要因の組み合わせとして、正しいものはどれですか。 （2023年

広島県公立入試 類似）

1. 森林を保護するための禁伐政策と
、近隣都市への製品運搬鉄道

2. 原材料としての豊富な木材と、加
工に欠かせない刃物類の生産技術

3. 鉄鋼業から転換したプラスチック
加工技術と、広大な工業団地

4. 海外から輸入される安価な木材と
、大規模な自動化工場

問4 東京などの大消費地の周辺で行われる農業について、2015年の統計では野菜の産出額上位10道県のうち、茨城県、千葉県、群馬県、埼玉県、栃
木県といった関東地方の県が5つ含まれています。このように、大都市までの距離が近いという立地の利点を生かし、収穫したばかりの新鮮な農
産物を供給する農業の名称として適切なものはどれですか。 （2017年 鳥取県公立入試 類似）

1. 促成栽培 2. 粗放的農業 3. 近郊農業 4. 抑制栽培

問5 日本の九州地方には多くの火山が存在しており、地下の熱や水蒸気を利用した発電所が複数立地しています。この地域特性を生かした再生可能
エネルギーによる発電方法として最も適切なものを1つ選びなさい。 （2025年 岩手県公立入試 類似）

1. 水力発電 2. バイオマス発電 3. 地熱発電 4. 風力発電

問6 日本の主な工業地帯・地域における製造品出荷額の内訳をまとめた統計において、出荷額の約半分を「輸送用機械」が占めている、日本で最も
製造品出荷額が大きい工業地帯を何といいますか。 （2018年 群馬県公立入試 類似）

1. 北九州工業地帯 2. 中京工業地帯 3. 阪神工業地帯 4. 京浜工業地帯

問7 近年の日本の農業において、地球温暖化に伴う夏季の気温上昇に対応するために行われている「品種改良」の目的として、最も適切な説明はど
れですか。 （2026年 山梨県公立入試 類似）

1. 高温環境下でも安定した品質と収
穫量を維持し、気候変動による影響
を抑えるため

2. 化学肥料の使用量を大幅に増やす
ことで、農作物の成長スピードを速
めるため

3. 冷害による被害を最小限に抑える
ため、寒冷な気候に強い農産物を普
及させるため

4. 農作物の輸出額を増やすために、
海外の気候に合わせた種をそのまま
導入するため

問8 火山地帯の蒸気を利用した発電施設の統計において、大分県が国内でも高い発電量を誇っている理由として、地理的な背景から説明したものと
して正しいものはどれですか。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 大分県には活火山が多く分布し、
地下の熱エネルギーを得やすい環境
にあるため

2. 大分県は年間を通じて強い偏西風
が吹く海岸線に位置しているため

3. 大分県は平坦な土地が広く、巨大
な太陽光パネルを並べるのに適して
いるため

4. 大分県には急峻な地形と豊かな水
量を持つ河川が多く、大規模なダム
が多いため

問9 群馬県、愛知県、三重県などの地域において、総人口に占める在留外国人の割合が高い数値を示している理由として、これらの地域の産業的特
徴をふまえた説明として正しいものはどれですか。 （2026年 青森県公立入試 類似）

1. 県庁所在地に政治的機能が集中し
ており、公務員として働く外国人が
多いため

2. 自動車産業などの製造業が盛んで
あり、多くの労働力を必要としてい
るため

3. 大規模な農業経営が行われており
、第一次産業の就業者が不足してい
るため

4. 自然豊かな観光地が多く、宿泊業
や飲食業といったサービス業が中心
であるため

問10 日本の輸入資源のうち、オーストラリア、マレーシア、カタールなどが主な輸入先となっており、気体の状態で産出したものをマイナス162℃ま
で冷却し、液体にして運搬される資源はどれですか。 （2018年 北海道公立入試 類似）

1. 原油 2. 地熱 3. 液化天然ガス 4. 石炭

問11 地形図上で「3つの点が三角形の形に並んでいる地図記号」が広く分布している地域について、その土地利用の背景や特徴を説明した文として正
しいものを次の中から選びなさい。 （2017年 山形県公立入試 類似）

1. 水分を蓄えやすい低地を利用して
、稲作が盛んに行われている。

2. 水はけの良い台地や傾斜地を利用
して、茶などの栽培が行われている
。

3. 建築用の木材を確保するために、
冷涼な気候の山岳地帯に針葉樹が植
えられている。

4. リンゴやミカンなどの果実を収穫
するため、平坦な土地が活用されて
いる。

問12 日本の産業と資源に関する説明のうち、火力発電所の立地とその背景について述べたものとして正しいものはどれですか。 （2016年 高知県公立入試

類似）

1. 原子力発電所に比べて事故のリス
クが低いため、燃料の輸送距離を無
視して大都市の市街地中心部に立地
している。

2. 燃料を積んだ船が直接到着できる
臨海部に立地することで、輸入から
発電までの輸送効率を高めている。

3. 山間部のダムを利用して発電する
ため、内陸部の急峻な地形に近い場
所に集中して立地している。

4. 原料となる木材チップを国内の森
林から大量に運び込む必要があるた
め、製材業が盛んな内陸部に立地し
ている。


